注意事項
～試合の留意点～

１．1試合７イニングで70分を制限とし、60分を過ぎたら新しいイニングに入らない。

２．7回または70分を過ぎても同点の場合は、試合開始時の選手9名で抽選し勝敗を決定する。

３．5回終了以降、10点以上の差があるときはコールドゲームとする。（負けているチームの攻撃終了時） 

４．コールドゲームは、決勝戦にも適用する。

５．審判・塁審のジャッジに対する抗議は一切認めないので、厳守すること。

６．選手は、試合開始時刻の10分前までに集合すること。
　(主催者で用意するオーダー用紙を試合開始10分前までに提出すること)
７．金属スパイクの使用は認めない。

８．ベースは固定とする。(ダブルベース使用)

９．バットは、ソフトボール用3号バットを使用する。

10．バッターは、ヘルメットを着用する。(主催者で用意可)　 ⇒　走者も着用すること。

11．キャッチャーは、キャッチャーマスクを着用する。　　⇒　投球練習中も着用すること。

12．選手交代は、監督が主審の側まで近寄り、明確に申し出ること。

13．監督、コーチは選手として、試合に出場できる。

14．監督または選手等は、守備側ピッチャー、選手への指示のためのタイムは、１試合中３回までとし、それ以上は認めない。
15．競技場は、ベンチも含むので次の点に注意すること。

①登録選手以外ベンチに入らないこと。
②試合中、ベンチ内での喫煙はしないこと。

③ベンチ内で携帯電話の使用は認めない。

16．各ベンチ方向に飛んだファールボールは、それぞれ取りに行くこと。
17．盗塁又は振り逃げは禁止とする。
18．２ストライク後のファールボールは、「アウト」とする（男子選手のみ）

～その他～
①指名打者は適用する。再出場制は適用する。
②バットの点検について

　変形しているもの、グリップテープの巻いていないもの等について点検する。

③ウインドミル、エイトフィギャー投法は禁止する。
④登録した選手以外の出場は原則認めない。

但し、１回戦に限り雨天延期した場合は当日追加登録した選手の出場を認める。
⑤各チーム監督は、50歳以下の野球・ソフトボール協会登録選手でもできる。

⑥女子または55歳以上の男子がピッチャーをする場合は、投捕間を13m11cmとする。
⑦引き分けの場合は、先発メンバー９人でじゃんけんを行い、先に５勝したチームの勝ちとする。
⑧その他は、２０２６年日本ソフトボール協会オフィシャルソフトボールルールに準じて行う。

	○抗議権･･･監督のみとする。（監督不在の場合は、監督代理をあらかじめ申し出ること）
　※審判のジャッジ(判定)への抗議は、ルール解釈の間違い以外認めない。審判員個人に著しく誹謗言動のあった場合は、警告の後退場もありえる。

○不正打球：打者がバッターボックスから反動等で足を踏み越して打った場合はアウトとなる。

　　　　　　但し、足裏の一部がライン上に残っていれば良しとする。
○走塁妨害：走者のベース前面のブロック(野手は球を保持してプレーを行う以外は走者の走路に立ったり、ベース前面をブロックすると走塁妨害となります。

《怪我を負った場合の対処方法》

○競技中に負傷した場合：出血した場合は、速やかに血の付着した衣類、用具等は、感染症予防のために取り替えてください。（主催者では、応急処置まで行います。）

○負傷者の交代等：負傷者が処置をしてプレーに戻る間、選手交代ではなく次のイニングが終わるまで

　　　　　　　　　代替選手(選手の誰でもよい)で行います。もし、次のイニングが終わっても負傷選手が戻れないときは、改めて選手交代をしてください。 


楽しい大会となるよう皆様のご協力をお願いいたします。
